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くらしコープ版

今年の漢字は
転

天
変
地
異
な
ら
ぬ

転4

変
致
異

新
年
早
々

か
ら
春
夏
秋

冬
休
み
な
く
、

日
本
列
島
全

土
に
加
え
て
外
国
で
も
。
さ

ら
に
さ
ら
に
能
登
も
宮
崎
も

ア
ジ
ア
で
も
く
り
か
え
さ
れ

る
天
災
。
転
変
致
異
と
言
わ

ず
し
て
何
と
言
お
う
。

ホ
ー
ク
ス
は

転4

げ
て
ま
さ
か
の　

４
連
敗

昨
年
日
本
一

の

タ

イ

ガ

ー

ス
が
ズ
ッ
コ
ケ
２
位
、
し
か

も
３
位
の
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に

転
が
さ
れ
、
勢
い
づ
い
た

ス
タ
ー
た
ち
は
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
も
転
が
し
、
盤
石
と
思

わ
れ
た
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
覇

者
ホ
ー
ク
ス
に
２
連
敗
の
あ

と
４
連
勝
で
ま
さ
か
の
日
本

一
！

自
と
公
と

足
し
て
も

転4

落
少
数
に

政
権
党
自
民

と
公
明
が
転
ん

で
立
憲
と
国
民

民

主

党

に

流

れ
、
維
新
が
こ
け
て
の
が
し

た
票
が
参
政
と
保
守
に
。
れ

い
わ
の
躍
進
は
共
産
２
減
を

補
完
で
き
る
か
？
通
常
国
会

で
各
党
真
価
が
問
わ
れ
る
。

海
の
向
こ
う
で
も
バ
イ
デ

ン
が
転
び
、
ハ
リ
ス
は
つ
ま

づ
き
。

転4

ん
で
も

タ
ダ
で
は
起
き
な
い

巳
の
年

辰

さ

ん

ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

あ
ま
り
の
激
動
に
、
辰タ

ツ

瀬

が
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。　

ゆ
っ
く
り
養
生
し
て
１２
年

後
に
捲
土
重
来
を
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

七転び
　八起きと
いきましょう！

転
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裏3

金
が
政
権
を
ゆ
る
が
し
、
政
界
は
流

動
化
。

流
動
化
は
地
球
も
。

初
夢
を
醒
す
元
日
の
大
地
震
も
裏3

日
本
。

加
え
て
各
地
の
大
雨
洪
水
。

そ
し
て
総
理
大
臣
も
裏3

日
本
か
ら
。

来年こそは！
一字でふり返ってみました。

２０２４年は…

裏裏

近

年

異

常
気
象
が

増

え
、

危

険
を
伴
う

災3

害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

線
状
降
水
帯
が
同
じ
地
域

に
集
中
し
て
連
続
発
生
す
る

異
状
。

逃
げ
る
時
間
さ
え
な
い
急

激
な
現
象
。

一
刻
も
早
く
、全
て
の
人
々

が
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

２０２４年

災

辰
タツ

た１年では
何もできんかった

あ
ま
り
の
猛3

暑
。
地
球
が
溶
け
て
流
れ
出

し
て
い
る
。

大
谷
さ
ん
の
勢
い
が
猛3

烈
す
ぎ
る
。

猛猛

50-50
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卵
の
値
段
が
上3

る
。

米
の
値
段
が
上3

る
。

気
温
が
上3

る
。

台
風
が
次
々
北
上3

す
る
。

岸
田
内
閣
の
不
支
持
率
が
上3

る
。

自
公
政
権
へ
の
不
信
任
の
声
が
上3

る
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
が
軍
事
装
備
を
し
て
上3

る
。

防
衛
予
算
が
ま
た
上3

る
。

くらしコープ版 「今年の漢字」くらしコープ版 「今年の漢字」

苦しい中、
今年も、漢字

米

上

米

上

え
？
店
か
ら
米3

が
消

え
た
。

前
代
未
聞
の
米3

騒
動
。

あ
わ
て
る
庶
民
あ
わ

て
な
い
政
府
。

巳
ミ

といて下さい。
きっといい年に、

く
ら
し
コ
ー
プ
版
「
今
年
の
漢
字
」
に
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
葛
西
久
子
さ
ん
、
福
猫
さ
ん
、
宝
さ
ん
、
奥
谷

和
隆
さ
ん
ほ
か
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。元

日
の
能
登
地
震
に
始
ま
っ
た
天
変
地
異
は
大
雨
・
洪

水
・
猛
暑
・
台
風
と
国
内
ば
か
り
か
海
外
に
及
び
、
人
間

社
会
も
、
止
ま
ら
な
い
戦
争
・
イ
ン
フ
レ
・
金
銭
腐
敗
と
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
る
い
話
題
は
、
元
拳
闘
家
の
冤
罪
再
審
決
定
と
被
団

協
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
そ
し
て
シ
ョ
ー
へ
ー
君
は
じ
め
ス

ポ
ー
ツ
界
で
の
世
界
的
活
躍
ぐ
ら
い
か
？

来
年
は
も
っ
と
平
穏
な
、
明
る
い
字
が
選
ば
れ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。
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今こそ日本は、
　　　　核兵器禁止条約に
　　　　　　　　　　　　参加すべき
　　―被爆の語り部 ・ 花垣ルミさんの

　　　　　　　　　　　　お話と、 ハーモニカの会―

▶
佛
教
大
学
生
に
よ
る
紙
芝
居

▲東寺ハーモニカサークルの皆さん

１０
月
２６
日
、
高

齢
者
生
協
く
ら

し
コ
ー
プ
・
ヴ
ィ

ス
タ
の
会
・
上

賀
茂
憲
法
９
条

の
会
・
株
式
会

社
こ
と
ら
い
ふ

主
催
で
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加

は
約
５０
人
で
し
た
。

東
寺
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク

ル
の
４
人
に
よ
る
演
奏
は
ス

ワ
ニ
ー
河
な
ど
の
８
曲
、
哀

愁
漂
う
メ
ロ
デ
ィ
に
参
加

者
一
同
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
こ
と
ら
い
ふ
東
寺
で

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
一
度
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

休
憩
時
間
に
七
条
通
大
宮

東
入
る
の
双
葉
餅
分
家
の

「
豆
餅
」
と
お
茶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
各
団
体
か
ら
、

上
賀
茂
憲
法
九
条
の
会
の
缶

バ
ッ
チ
、
講
演
者
の
花
垣
さ

ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
絵
本
の

販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

花
垣
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し

た
紙
芝
居
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
人
形
」
の
佛
教
大
学
学
生

３
人
に
よ
る
上
演
の
後
、
い

よ
い
よ
花
垣
ル
ミ
さ
ん
の
お

話
で
す
。

「
１
９
４
５
年
８
月
６
日
８
時

１５
分
１７
秒
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
何
の
罪
も
な
い

市
民
た
ち
の
上
に
、
ア
メ
リ
カ

の
爆
撃
機
が
１
個
の
爆
弾
を
投

下
し
ま
し
た
。
当
時
５
歳
だ
っ

た
私
は
、
家
の
向
か
い
に
あ
る

幼
稚
園
を
サ
ボ
り
、
２
階
で
母

が
作
っ
て
く
れ
た
大
好
き
な
人

形
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
突
然

地
面
が
持
ち
上
が
る
よ
う
な

振
動
と
熱
波
で
近
所
の
家
屋

も
一
瞬
に
し
て
倒
壊
し
火
災

が
発
生
。
窓
枠
と
飛
ん
で
き

た
タ
ン
ス
の
角
に
頭
を
挟
ま
れ

た
私
の
視
線
の
先
に
、
弟
を
お

ぶ
っ
た
母
が
庭
の
松
の
木
の
根

元
に
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
母
は
、

す
ぐ
に
立
ち
上
が
り
私
に
気

づ
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド

ご
と
窓
際
で
止
ま
っ
て
い
た
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
台
所
に
い
た
叔

母
が
足
に
怪
我
を
負
い
な
が
ら

リ
ヤ
カ
ー
を
持
っ
て
き
て
乗
せ
、

ご
近
所
の
人
た
ち
と
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
に
あ
る
竹
や

ぶ
に
避
難
し
ま
し
た
。」

花
垣
さ
ん
は
そ
の
後
、
遺

体
を
荼
毘
に
付
す
場
面
に
遭

遇
し
ま
す
が
、
火
力
が
弱
く

遺
骨
に
な
ら
ず
肉
片
が
つ
い

た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
、
平
和

公
園
の
下
に
遺
骨
が
い
ま
も

あ
る
こ
と
、
原
爆
ド
ー
ム
の

姿
の
思
い
出
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

花
垣
さ
ん
は
、
原
爆
投
下

直
後
の
記
憶
を
喪
失
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
０
３
年
に

京
都
生
協
の
呼
び
か
け
で
初

め
て
広
島
の
慰
霊
式
典
に
参

加
し
、
灯
籠
流
し
の
場
面
で

５８
年
前
の
記
憶
が
徐
々
に
呼

び
覚
ま
さ
れ
、
以
後
、
語
り

部
の
活
動
に
参
加
し
核
兵
器

が
廃
絶
さ
れ
る
ま
で
頑
張
ろ

う
と
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

花
垣
さ
ん
は
１２
月
、
「
日
本

被
団
協
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
式
行
動
」
に
１２
人
の
被
爆

者
の
一
人
と
し
て
オ
ス
ロ
に

向
か
い
ま
す
。
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　小室あゆみ地震から１０ヵ月後の能登

12 月の事業所だより

　11 月 初 旬、 金 沢

市のみなし仮設 ( 賃貸

住宅等 ) で避難生活を

送っている方々を石

川県地域ささえあい

センター金沢の相談

員として訪問してき

ました。

　車で片道３時間ほ

どかかる自宅と金沢

の２重生活、今後の

生活拠点に関する家族

それぞれの考え方の違

い、環境変化がもたら

す認知症含む体調不良

……。被災前からあっ

た家族内の問題が顕在

化していると感じまし

た。　

　そんな中でみつけた

終活サポート

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、

一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）を作り

ます。地域の人と住み慣れた家で生活できるように

暮らし丸ごと支援します。

きらく庵デイｻｰﾋﾞｽセンター西陣
家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。

ひとつの希望が、被災

地で目にしたこんな掲

示たちです。ご近所の

「つながるチカラ」は

強い！５軒に１軒が高

齢者の単身世帯という

ご時世、つながり作り

に励もうかーと思い帰

途につきました。

気づいた時が始めどき！月２回の相談会とエン

ディングノート作成支援は、無料でご利用頂けま

す。有料サービスや標準料金のパンフレットもあ

りますのでお気軽にお問合せ下さい。
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NPO法人

くらしコープ
だより

⦿
高
齢
、
障
が
い
等
が
理
由

で
住
ま
い
探
し
が
進
ま
な
い
こ

と
に

　

高
齢
や
障
が
い
、
ま
た
生

活
保
護
受
給
な
ど
を
理
由
に

賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ら
し
コ
ー
プ
の

経
験
の
中
で
も
、
他
の
居
住

支
援
法
人
を
通
じ
て
理
解
あ

る
大
家
さ
ん
に
巡
り
合
っ
た

時
は
１
ヶ
月
ほ
ど
で
入
居
先

が
決
ま
る
一
方
で
、
い
く
つ

か
の
条
件
が
重
な
っ
て
、
結

局
引
越
し
ま
で
に
半
年
近
く

も
か
か
っ
た
人
も
あ
り
ま
し

た
。

⦿
大
家
さ
ん
の
不
安
＝
家
賃

滞
納
！？
隣
室
ト
ラ
ブ
ル
！？
身

寄
り
が
な
い
！？

　

こ
の
よ
う
に
、「
家
賃
滞
納

に
な
る
の
で
は
」「
家
族
が
な

い
場
合
、
何
か
あ
っ
た
時
相

談
す
る
人
が
な
い
」「
他
の
住

人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
心
配
」

な
ど
の
不
安
か
ら
入
居
先
が

中
々
決
ま
ら
な
い
こ
と
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。

⦿
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
＝
お
互
い

の
安
心
の
た
め
に
、
地
域
の

中
に
居
住
支
援
の
協
働
づ
く

り
を
目
指
し
て

　

こ
ん
な
実
情
や
居
住
支
援

の
取
組
み
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
北
区
の

居
住
支
援
法
人
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ
、

（
有
）
京
都
く
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ー
、(

株)

フ
ラ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
の
三
法
人
が
協

力
し
て
２
０
２
０
年
度
か
ら

毎
年
１
回
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、
今
回
、
第
４
回

目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

空
き
家
・
空
き
室
を
社
会
に
活
か
す

第４回
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

～
住
ま
い
に
お
困
り
の
高
齢
者
、　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
等
の
居
住
支
援
の
た
め
に
～

生活支援・居住支援事業
専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日 １０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　

ご
連
絡
下
さ
い
！

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

2025年1月12日（日）　　
　　14 ： 00 ～ 16 ： 00

会場　TAMARIBA
（北大路通堀川西入南側
・市バス停「北大路堀川」前）

【内容】

・ 障がい者の居住支援について　

　講師 ： 鈴木良さん （同志社大学教授）

・ 大家さんの体験談 （３人の大家さん）

・ 住宅セーフティーネット制度について

　　　　　　　　　　　　　　（京都府住宅課）

【参加】　　

定員 20 名 （要申込、 先着順）、 参加無料

空き家 ・ 空き室のオーナー、 フォーラムに

関心がある方

【申込】　　

2024 年 12 月 28 日 （土） までに

　　　　　NPO 法人くらしコープへ

電話 （075-205-5512）

ファックス （451-6350）

e メール （npo@k-coop.jp）

▲過去のフォーラム風景
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手話クイズ

  ①③ ②

（解答15㌻）

◆
「
水
」
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

指 先 を 左 へ 向 け、
掌を上に向けた右
手を斜め右下へ引
く。

右手 5 指を少し
丸めて指先を下
に向け、左右に
振る。

右手人差指で口に
沿って円を描く。

手話　　　  サークル
12 月の日程

１2 月 6 日 （金曜日） 14 ： 00 ～本部１階ホール

指
文
字

小指を曲げて、4 本の指
を開いて伸ばす

「数字8」

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

 090-3671-4543

　 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

・ ・
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環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

10
月
も
18
人
の
方
か
ら
合
計

１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
７
８
万
４
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

女
川
２
号
機
再
稼
働

　

２
０
１
１
年
の
被
災
原
発
と

し
て
初
め
て
の
再
稼
働
！

　

地
震
国
日
本
で
は
原
発
は
常

に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

　

〈
能
登
半
島
地
震
で
は
珠
洲

市
の
原
発
計
画
を
阻
止
し
て
い

て
助
か
り
ま
し
た
〉

　

〈〝

も
ん
じ
ゅ
″
の
敷
地
内

に
も
活
断
層
が
通
っ
て
い
る
こ

と
は
問
題
で
す
〉

核
は
人
類
・
地
球
に
と
っ
て

害
で
す
。
だ
か
ら
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
被
爆
生
存
者
の
粘
り

強
い
運
動
の
日
本
被
団
協
に

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
被
爆
者
た
ち
の
並
外

れ
た
長
い
闘
い
を
た
た
え
て
い

る
の
に
、
日
本
の
政
府
は
も
う

忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な

静
け
さ
‼
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

　

で
も
真
剣
に
あ
き
ら
め
る
こ

と
な
く
と
り
く
む
こ
と
は
変
化

を
作
り
出
し
ま
す
。
原
発
を
無

く
す
ま
で
水
プ
ロ
を
細
々
と
で

も
続
け
ま
す
。

(

稲
葉)

理事会
委員会
だより

理事会
委員会

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
９
月
報
告

１０
月
２3
日
、
３
人
。

　

持
ち
寄
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
か
ら

坂
田
雅
子
監
督
「
沈
黙
の
春
を

生
き
て
」
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
＝

ベ
ト
ナ
ム
、
ア
メ
リ
カ
—
い
ま

だ
癒
え
ぬ
枯
れ
葉
剤
の
傷
痕
）

を
観
賞
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
わ
れ
た

枯
れ
葉
剤
は
ベ
ト
ナ
ム
国
民
だ

け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
兵
に
も
影

響
、
子
孫
に
ま
で
被
害
が
発
生
。

今
も
続
き
、
土
壌
汚
染
は
数
百

年
続
く
と
い
う
。

　

汚
染
さ
れ
た
池
で
釣
り
糸
を

垂
れ
る
老
人
の
姿
は
自
分
の
姿

に
ダ
ブ
り
ま
し
た
。

（
水
口
）

　
　
　

お
わ
び

１１
月
号
４
㌻
「
墓
友
交
流
会
」

の
ご
寄
稿
文
で
誤
植
を
発
生
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ロ
演
奏
の
曲
目
は
正
し

く
は
「
鳥
の
歌
」
で
す
。

　

演
奏
者
・
寄
稿
者
、
関
係
者

の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
失
礼
い

た
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

（
編
集
部
）

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

 　　   ～エイコンズ予定～

「やさしい英語で楽しく話そう」
「英語の歌を歌おう♪」
「唱歌を歌おう」
「初級ギター・教室」随時募集中

問い合わせ：(075)493-2983

第
5
回
理
事
会
報
告

(

10
月
25
日
）

理
事
11
人
中
11
人
出
席
。

監
事
2
人
中
2
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

　

⦿
組
織
・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

　

⦿
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ら
し
コ
ー
プ

　
　

と
の
協
議
報
告
が
あ
り

　
　

ま
し
た
。

　

⦿
退
職
・
採
用
に
つ
い
て

  

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
承
認
事
項

　

⦿
共
同
墓
の
墓
誌
を
１
基

　
　

増
や
し
て
２
基
と
す
る

　
　

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1,209人

19,242口

人数 口数

加入 2人 6口

増資 11人 39口

脱退 0人 0口

減資 0人 0口

増減 2人 45口

組織状況（2024年10月31日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

10月実績

環
境
と
平
和
の
委
員
会

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 5,760 6,006 246

経費合計 5,826 6,839 1,013

事業剰余 🔼🔼66 🔼🔼833 🔼🔼767

経常剰余 181 🔼🔼818 🔼🔼999

　　　　　　9　　　　　　9月度経営状況（再）　　　　　(千円）
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
１０
月
の
報
告

２６
日
、
総
勢
１６
人
で
し
た
。　

　

ゲ
ス
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
歌
声
三
昧
で
し
た
。

楽
曲
の
成
り
立
ち
や
意
味
に
詳

し
い
人
、
自
分
で
作
曲
し
た
り

替
え
歌
を
作
っ
て
い
る
人
な
ど

も
い
て
、
単
に
歌
う
だ
け
で
は

な
い
、
深
み
の
あ
る
歌
声
喫
茶

に
な
り
ま
し
た
。

　

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
大

変
盛
り
上
り
ま
し
た
。　

（
水
口
武
夫
）

▼
▼
１2
月
は
お
休
み
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
10
月
の
報
告

11
日
１2
人

25
日
１1
人
。
Ｇ
Ｇ
日
和
。
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
た
く
さ
ん
出
ま

し
た
。

（
水
口
武
夫
）

▼
▼
１2
月
の
予
定
13
日
と
27
日

(
２７
日
は
検
討
中
。
ご
確
認
く

だ
さ
い
。)

手
話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
12
月
の
予
定

６
日(

金)

１4
時
～
本
部
ホ
ー
ル

筍
サ
ー
ク
ル

▼
▼
12
月
の
予
定

　

獣
害
駆
除

・
盗
掘
対
策
の
た
め

冬
の
山
に
入
り
ま
す
。

１２
月
６
日(

金)

１1
時
～

関
心
の
あ
る
方
、
詳
細
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

０
９
０
・
７
７
６
２
・
３
８
０
６

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
１１
月
報
告

堤
未
果

『
国
民
の
違
和
感
は

９
割
正
し
い
』
第
５
章

（読
了
）

4
日
、
４
人
。
感
想
か
ら
—

　

「
私
の
回
り
で
も
、
ち
が
っ
た

意
見
を
出
し
て
も
な
か
な
か
聞
い

て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
」

「
疑
問
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
こ

と
を
声
に
出
す
こ
と
は
、
む
ず
か

し
い
が
大
切
。
頑
張
ろ
う
。
」

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
１2
月
予
定

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『
１
９
８
４
』
（
角
川
文
庫
他
）

第
１
回

　

４
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本

部
ホ
ー
ル

▼
名
作
を
読
む
会
10
月
報
告

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ー
ン

『
ハ
ッ

ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
』

㊦
34
～
39
章
。

２
０
０
７
年
、
岩
波
書
店

の
書
評
誌
『
図
書
』
の
特
集
、

「
私
の
三
冊
」
に
掲
載
さ
れ
た

評
論
家
の
秋
山
ち
え
子
さ
ん

の
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ

ン
の
冒
険
』
お
す
す
め
の
言
葉

で
す
。　

〈
六
、
七
十
代
の
年
の

人
が
集
っ
た
席
で
、
私
は
こ
の

本
を
読
ん
だ
か
と
き
い
た
ら
皆

の
顔
色
が
少
年
、
少
女
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
に
輝
い
た
。
人
間

の
成
長
の
過
程
で
、「
冒
険
」「
人

種
問
題
」
等
に
胸
を
打
た
れ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
思
う
。〉

▼
▼
名
作
を
読
む
会
12
月
予
定

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の
王

子
さ
ま
』
（岩
波
書
店
版
他
）

第
１
回

12
月
18
日

（
水
）
１
時
半
～

本
部
ホ
ー
ル

★
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　

社
会
問
題
・
名
作
と
も
訳
・

版
元
を
問
い
ま
せ
ん
。
各
自
持

ち
込
み
で
す
が
、
調
達
で
き
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
→

０
９
０
・
７
７
６
２
・
３
８
０
６

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『土
を
喰
ら
う
十
二
カ
月
』

12
月
8
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

山
荘
で
1
人
で
暮
ら
す
作
家

の
ツ
ト
ム
。
山
菜
や
、
畑
で
育

て
た
野
菜
な
ど
を
料
理
し
て
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
し

な
が
ら
執
筆
す
る
日
々
だ
。
彼

の
も
と
に
は
時
折
、
担
当
編
集

者
で
あ
る
歳
の
離
れ
た
恋
人
が

訪
ね
て
く
る
。
旬
の
食
材
を
料

理
し
て
一
緒
に
食
べ
る
の
は
格

別
な
時
間
だ
。
悠
々
自
適
の
ツ

ト
ム
だ
っ
た
が
、
13
年
前
に
他

界
し
た
妻
の
遺
骨
を
墓
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

２
０
２
２
年
／
日
本
／
１
１
１
分

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

筍
サ
ー
ク
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

映
画
サ
ー
ク
ル
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総
選
挙
で
政
局
が
大
き
く

動
き
、
首
相
指
名
選
挙
を
終

え
た
今
、
12
月
２
日
の
「
健

康
保
険
証
の
新
規
発
行
停

止
」
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

の
継
続
又
は
停
止
延
期
が
決

定
し
て
い
る
こ
と
を
願
い
な

が
ら
、
11
月
初
め
に
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
は
「
任
意
」
で
す
。
申

請
が
必
要
で
、
有
効
期
限
前

に
は
更
新
手
続
き
も
必
要
で

す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
の
機

能
を
持
た
せ
た
の
が
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
で
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
利
用
率

は
14
％
弱
。
一
方
で
「
健
康

保
険
証
を
残
し
て
、
選
択
制

に
し
て
」
の
声
は
国
民
の
８

割
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

の
継
続
又
は
停
止
延
期
が
決

定
さ
れ
て
い
れ
ば
引
き
続
き

健
康
保
険
証
が
使
え
ま
す
。

残
念
な
が
ら
新
規
発
行
停

止
と
な
っ
て
も
、「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
を
あ
わ
て
て
作
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
お
手

元
に
あ
る
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
ま
で
使
え
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
っ

て
い
な
い
人
も
、
持
っ
て
い

る
人
も
、
今
ま
で
ど
お
り
医

療
機
関
に
か
か
れ
る
こ
と
を

何
よ
り
優
先
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

「マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
っ

て
い
な
い
人
は

➡
健
康
保
険
情
報
を
記
載

し
た
「
資
格
確
認
書
」
が
申

請
し
な
く
て
も
届
き
ま
す
。

こ
れ
を
医
療
機
関
に
提
示
す

れ
ば
受
診
可
能
。

「マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
っ

て
い
る
人
は

➡
「
資
格
確
認
の
お
知
ら

せ
」
（
紙
）
が
届
き
ま
す
。

窓
口
の
機
械
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
時
は
、
こ
れ
を
提
示

す
れ
ば
受
診
可
能
。

と
り
あ
え
ず

「
資
格
確
認
書
」

は
届
く
け
れ
ど

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
っ

て
い
な
く
て
も
、
申
請
せ
ず
に

「
資
格
確
認
書
」
が
届
く
こ
と

に
な
り
、
少
し
安
心
で
す
。

け
れ
ど
法
律
上
、
こ
れ
ま

で
の
健
康
保
険
証
は
な
く
な

り
、
申
請
と
更
新
が
必
要
な

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
が
「
原
則
」

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
保
険
証
代
わ
り
に
使

理事長　井上ひろみ
社会福祉法人　七野会⑪

え
る
「
資
格
確
認
書
」
は
「
当

面
の
間
」
は
申
請
な
し
で
届

き
ま
す
が
、
法
律
上
は
申
請

が
必
要
で
す
。
い
つ
の
ま
に

か
「
申
請
制
」
に
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
、
と
心
配
で
す
。

高
齢
者
の
権
利
が
危
な
い
！

こ
の
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

と
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
で

す
が
、
介
護
や
生
活
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
権
利
を
脅
か

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
保
険
料
は
強
制
徴
収
さ

れ
る
の
に
、
申
請
し
な
い
と

保
険
証
が
手
元
に
届
か
な
い

・
申
請
や
更
新
手
続
き
の

度
に
手
助
け
を
得
な
い
と
い

け
な
く
な
る

・
意
思
表
示
が
難
し
く

「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
申
請
し
な

い
人
の
窓
口
負
担
が
増
え
る

更
に
、
高
齢
者
の
権
利
侵

害
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
り

ま
す
。

・
認
知
症
の
人
等
、
様
々

な
個
人
情
報
と
紐
づ
け
ら
れ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
管

理
が
困
難
な
人
が
多
い

・
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

詐
欺
や
犯
罪
、
不
正
利
用
の

危
険
が
高
ま
る

こ
れ
ら
は
、
健
康
保
険
証

を
残
す
か
、
「
資
格
確
認
書
」

を
申
請
し
な
く
て
も
継
続
発

行
す
る
こ
と
で
概
ね
解
決
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
施
設
や
事
業
所
も

高
齢
者
施
設
で
は
入
居
者

の
保
険
証
を
預
か
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
の
預
か
り
と
管
理
に

は
重
大
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。

「
資
格
確
認
書
」
が
申
請

制
に
な
れ
ば
、
ケ
マ
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
に
よ
る
代
行
も
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

支
援
が
必
要
な
人
を
置
き

去
り
に
し
て
、
そ
の
支
援
を

福
祉
現
場
に
押
し
付
け
る
こ

と
は
や
め
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

日
常
的
に
医
療
を
必
要
と

す
る
人
が
安
心
し
て
医
療
に

か
か
れ
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

健
康
保
険
証

廃
止
の
行
方
は
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『虎
に
翼
』
と
日
本
国
憲
法

参
加
者
が
い
ち
ば
ん
関
心

を
寄
せ
、
期
待
し
た
の
は
何

と
言
っ
て
も
記
念
講
演
で
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
法
律

考
証
に
携
わ
っ
た
明
治
大
学

教
授
の
村
上
博
明
さ
ん
（
右

京
区
西
院
の
ご
出
身
）
の
演

題
は
「
『
虎
に
翼
』
と
日
本
国

憲
法
」
。

村
上
さ
ん
は
日
本
法
制
度

が
ご
専
門
。
ド
ラ
マ
の
撮
影

に
立
ち
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
裁
判
の
意
味
、
せ
り
ふ
で

表
現
し
た
い
気
持
ち
に
つ
い

て
説
明
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
ド
ラ
マ
は
、
進
行

す
る
中
で
、「
良
妻
賢
母
」
に

象
徴
さ
れ
る
明
治
以
来
戦
前

に
至
り
、
今
日
ま
で
な
ご
り

を
残
す
性
別
役
割
分
担
の
思

想
・
発
想
を
一
つ
一
つ
克
服

し
て
い
く
—
と
、
こ
の
ド
ラ

マ
と
、
ベ
ー
ス
に
あ
る
憲
法

14
条
「
国
民
は
法
の
下
に
平

等
。
性
別
等
に
よ
り
差
別
さ

れ
な
い
。
」
を
位
置
付
け
、
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

固
い
テ
ー
マ
を
ユ
ー
モ
ア

満
載
で
語
ら
れ
、
も
っ
と

も
っ
と
聞

き

た

い
、

時
間
切
れ

が
く
や
ま

れ
る
お
話

で
し
た
。

集
会
宣
言

今
、
日
本
憲
法
が
掲
げ
る
平

和
主
義
は
大
き
な
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
閣
議
決

定
と
２
０
１
５
年
安
保
法
制
の
成

立
以
来
、
政
権
は
、
私
た
ち
の
国

を
、
「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
変
貌

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

台
湾
有
事
な
ど
を
煽
り
、
在

日
米
軍
と
合
同
訓
練
が
重
ね
ら

れ
、
「
南
西
諸
島
」
を
は
じ
め
、

全
国
の
基
地
増
強
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た

「
安
保
３
文
書
」
に
基

づ
き
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
を
決
定
し
、
５
年
で
４３
兆
円
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
と
す
る
大
軍
拡
を

強
行
し
て
い
ま
す
。
共
謀
罪

・
重

要
土
地
調
査
法

・
経
済
安
保
法
、

学
術
会
議
委
員
任
命
拒
否
、
学

問
や
大
学
な
ど
へ
の
権
力
の
介
入

に
よ
っ
て
、
「
も
の
言
う
」
市
民
や

研
究
者
の
自
由
を
奪
う
仕
組
み
が

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
京
都
で
は
、
祝
園
分
屯
地

の
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
増
設
、
舞
鶴

総
監
部
の
地
下
要
塞
化
や
弾
薬

庫
増
設
が
進
め
ら
れ
、
土
地
調

査
法
に
基
づ
き
軍
事
施
設
周
辺
の

監
視
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
４
月
の
日
米
共
同
宣
言

で
は
、
在
日
米
軍
が
自
衛
隊
を
指

揮
命
令
の
下
に
置
く
態
勢
ま
で
整

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日

本
は
、
主
権
も
、
自
衛
隊
員
を

含
む
国
民
の
生
命
も
、
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
に
差
し
出
し
か
ね
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

１０
月
１
日
に
発
足
し
た
石
破

政
権
は
、
野
党
と
の
議
論
か
ら

逃
げ
て
、
衆
議
院
解
散
を
強
行

し
ま
し
た
。
総
選
挙
か
ら
特
別

国
会
召
集
に
か
け
て
、
衆
議
院
の

内
閣
監
視
が
機
能
し
な
い
時
期
に

も
、
日
本
全
土
や
周
辺
海

・
空

域
に
わ
た
る
大
規
模
な
日
米
共

同
総
合
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
態
度
に
対
し
て
多

数
の
国
民
が
、
投
票
に
よ
っ
て
反

対
の
意
思
を
示
し
、
衆
議
院
与

党
議
席
が
半
数
を
割
り
、
改
憲

に
反
対
し
て
き
た
立
憲
野
党
の
議

席
が
3
分
の
1
を
越
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
憲
法
改

悪
の
阻
止
を
市
民
側
か
ら
支
え
、

平
和
主
義
を
生
か
す
正
念
場
だ

と
考
え
ま
す
。

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ガ

ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
と

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
軍
事
攻
撃
に

よ
り
、
多
く
の
い
の
ち
が
奪
わ
れ

続
け
て
お
り
、
一
刻
も
早
い
解
決

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

７９
年
前
、
時
の
政
権
が
戦
争

を
終
ら
せ
ず
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の

多
く
の
市
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
痛
苦

の
体
験
に
基
づ
い
て
日
本
国
憲
法

は
、
戦
争
を
放
棄
し
国
民
が
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
受
す
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
年
ノ
ー

ベ
ル

賞

を
受
賞
し
た
日
本
原

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の
歩
み

は
、
正
に
日
本
国
憲
法
の
平
和
主

義
と
基
本
的
人
権
の
擁
護
を
体

現
す
る
た
た
か
い
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
日
本
国
憲
法
の
原

点
を
忘
れ
ず
、
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
危
機
感
を
共
有
し
、
平
和
と

基
本
的
人
権
を
守
り
抜
く
取
り

組
み
を
い
っ
そ
う
強
め
ま
す
。

２
０
２
４
年
１１
月
３
日

生
か
そ
う
憲
法
守
ろ
う
９
条　

憲
法
集
会
in
京
都　

参
加
者
一
同

秋
晴
れ
の
特
異
日
、
青
空
の
下

１１
・
３
憲
法
集
会
in
京
都

恒
例
の

「
生
か
そ
う
憲
法
守
ろ
う
９
条　

１１
・

３
憲
法
集
会
in
京
都
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高

齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー
プ
も
賛
同
、
組
合
員
多
数

が
参
加
し
、
集
会
後
は
パ
レ
ー
ド
も
行
い
ま
し
た
。

全
体
の
参
加
者
は
約
１
８
０
０
人
で
し
た
。

集
会
宣
言

今
、
日
本
憲
法
が
掲
げ
る
平

和
主
義
は
大
き
な
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
閣
議
決

定
と
２
０
１
５
年
安
保
法
制
の
成

立
以
来
、
政
権
は
、
私
た
ち
の
国

を
、
「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
変
貌

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

台
湾
有
事
な
ど
を
煽
り
、
在

日
米
軍
と
合
同
訓
練
が
重
ね
ら

れ
、
「
南
西
諸
島
」
を
は
じ
め
、

全
国
の
基
地
増
強
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た

「
安
保
３
文
書
」
に
基

づ
き
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
を
決
定
し
、
５
年
で
４３
兆
円
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
と
す
る
大
軍
拡
を

強
行
し
て
い
ま
す
。
共
謀
罪

・
重

要
土
地
調
査
法

・
経
済
安
保
法
、

学
術
会
議
委
員
任
命
拒
否
、
学

問
や
大
学
な
ど
へ
の
権
力
の
介
入

に
よ
っ
て
、
「
も
の
言
う
」
市
民
や

研
究
者
の
自
由
を
奪
う
仕
組
み
が

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
京
都
で
は
、
祝
園
分
屯
地

の
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
増
設
、
舞
鶴

総
監
部
の
地
下
要
塞
化
や
弾
薬

庫
増
設
が
進
め
ら
れ
、
土
地
調

査
法
に
基
づ
き
軍
事
施
設
周
辺
の

監
視
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
４
月
の
日
米
共
同
宣
言

で
は
、
在
日
米
軍
が
自
衛
隊
を
指

揮
命
令
の
下
に
置
く
態
勢
ま
で
整

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日

本
は
、
主
権
も
、
自
衛
隊
員
を

含
む
国
民
の
生
命
も
、
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
に
差
し
出
し
か
ね
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

１０
月
１
日
に
発
足
し
た
石
破

政
権
は
、
野
党
と
の
議
論
か
ら

逃
げ
て
、
衆
議
院
解
散
を
強
行

し
ま
し
た
。
総
選
挙
か
ら
特
別

国
会
召
集
に
か
け
て
、
衆
議
院
の

内
閣
監
視
が
機
能
し
な
い
時
期
に

も
、
日
本
全
土
や
周
辺
海

・
空

域
に
わ
た
る
大
規
模
な
日
米
共

同
総
合
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
態
度
に
対
し
て
多

数
の
国
民
が
、
投
票
に
よ
っ
て
反

対
の
意
思
を
示
し
、
衆
議
院
与

党
議
席
が
半
数
を
割
り
、
改
憲

に
反
対
し
て
き
た
立
憲
野
党
の
議

席
が
3
分
の
1
を
越
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
憲
法
改

悪
の
阻
止
を
市
民
側
か
ら
支
え
、

平
和
主
義
を
生
か
す
正
念
場
だ

と
考
え
ま
す
。

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ガ

ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
と

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
軍
事
攻
撃
に

よ
り
、
多
く
の
い
の
ち
が
奪
わ
れ

続
け
て
お
り
、
一
刻
も
早
い
解
決

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

７９
年
前
、
時
の
政
権
が
戦
争

を
終
ら
せ
ず
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の

多
く
の
市
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
痛
苦

の
体
験
に
基
づ
い
て
日
本
国
憲
法

は
、
戦
争
を
放
棄
し
国
民
が
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
受
す
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
年
ノ
ー

ベ
ル

賞

を
受
賞
し
た
日
本
原

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の
歩
み

は
、
正
に
日
本
国
憲
法
の
平
和
主

義
と
基
本
的
人
権
の
擁
護
を
体

現
す
る
た
た
か
い
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
日
本
国
憲
法
の
原

点
を
忘
れ
ず
、
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
危
機
感
を
共
有
し
、
平
和
と

基
本
的
人
権
を
守
り
抜
く
取
り

組
み
を
い
っ
そ
う
強
め
ま
す
。

２
０
２
４
年
１１
月
３
日

生
か
そ
う
憲
法
守
ろ
う
９
条　

憲
法
集
会
in
京
都　

参
加
者
一
同

庫
増
設
が
進
め
ら
れ
、
土
地
調
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え
っ
！
「
高
齢
に
因よ

る
誤ご

え

ん嚥

か
も
?

」
。
あ
あ
、
そ
う
い
う

事
か
。
い
つ
の
間
に
そ
ん
な

事
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
気
を

付
け
て
い
た
つ
も
り
や
っ
た
け

ど
。

い
ま
さ
ら
反
省
も
出
来

へ
ん
し
、
『
高
齢
が
理

由
』
と
は
ね
え
。
「
ハ

イ
。
担
当
が
変
り
ま

し
た
。
体
操
を
し
ま

し
ょ
う
。
肩
を
回
し

て
。
手
を
挙
げ
て
」　

「
あ
れ
？
上
が
り
ま
せ

ん
ね
。
息
が
…
ア
ア
、

吸
え
ま
せ
ん
ね
。
で

は
肩
の
体
操
か
ら
、

は
い
。
首
の
体
操
。
口
の
中
の

舌
の
体
操
。
こ
の
あ
た
り
、
し
っ

か
り
動
か
せ
て
イ
タ
ダ
カ
ナ
イ

ト
。
呼
吸
器
と
、
食
道
へ
の
入

り
口
。
そ
の
関
係
。
む
つ
か
し

い
で
し
ょ
」
「
送
り
込
む
べ
き

道
を
間
違
え
て
し
ま
う
と
ね
。

つ
ま
り
『
誤
嚥
に
な
っ
て
』
し

ま
う
の
で
す
か
ら
」
。
い
や
あ
、

歳
を
取
る
と
食
べ
る
事
に
も
。

「
そ
う
。
『
道
を
間
違
え
て
』
し

ま
う
の
で
す
ね
」
。
こ
れ
は
困
っ

た
事
に
。
「
ナ
ッ
タ
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
。
も
う
こ
れ
以
上
に

は
、
進
マ
セ
ナ
イ
、

と
い
う
事
に
し
て
し

ま
わ
な
い
と
ね
」
。

…
っ
と
言
う
訳
で
、

「
食
事
に
は
『
細
心

の
注
意
』
で
。
『
ト

ロ
ミ
を
つ
け
た
流
動

食
デ
ス
』
。
「
イ
マ
こ

こ
で
、
ゴ
ホ
ン
と
、

タ
ン
を
出
し
て
見
て

く
だ
さ
い
」
。
「
ほ
ら
。
食
べ
物

カ
ス
が
出
て
来
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
そ
の
『
誤
嚥
』
と
な
る
カ

ケ
ラ
な
の
で
す
」
。
勝
負
で
す

ね
。「
そ
う
で
す
。『
お
覚
悟
！
』

を
…
」
。　

ハ
イ
!

  
(

荒)

肺
炎
で
す
。
こ
の
ま
ま
入
院
で
す
。

清少納言
百三十二の段

輝
子

他
の
手
借
り
疲
労
回
復　
　
　

老
々
介
護

次
々
と
友
の
悲
聞
い
た　
　

み
だ
れ
菊

四
紅
坊

ウ
ト
ロ
と
聞
い
て
１１
月
号

特
集
を
読
み
、
平
和
祈
念
舘
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は

絵
手
紙
の
仕
事
で
い
ろ
い
ろ

な
所
か
ら
依
頼
さ
れ
ま
す
。

今
か
ら
何
年
か
位
前
に
朝

鮮
人
部
落
の
お
婆
さ
ん
に
絵

手
紙
を
教
え
て
ほ
し
い
と
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
地
下
鉄

十
条
下
車
、
地
図
を
頼
り
に

た
ど
り
着
い
た
所
は
団
地
の

集
会
所
で
す
。
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
が
お
互
い
に

初
対
面
な
の
で
胸
は
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
が
私
な
り
の
や

り
方
で
始
ま
り
ま
し
た
。

絵
手
紙
は
季
節
を
大
事
に

し
ま
す
。
三
月
雛
祭
り
の
時

に
は
幾
つ
か
雛
人
形
を
持
っ

て
行
き
、
皆
さ
ん
の
国
の
人

形
で
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
た

雛
人
形
を
描
い
て
も
ら
い
、

話
が
弾
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん

学
校
も
行
か
ず
日
本
に
連
れ

て
来
ら
れ
て
字
が
読
め
な
い

の
で
随
分
日
本
人
に
騙
さ

れ
た
事
な
ど
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
絵
手
紙
の
後
は
お
茶

会
が
あ
り
何
時
も
時
間
オ
ー

バ
ー
で
急
い
で
帰
り
ま
し
た

が
、
歴
史
の
勉
強
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

絵
手
紙
の
先
生
方
か
ら
は

「
よ
く
あ
ん
な
所
へ
行
っ
た
わ

ね
。
辞
め
た
ほ
う
が
よ
い
の

に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
私

は
行
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

１
年
契
約
な
の
で
そ
の
後

は
行
き
ま
せ
ん
が
あ
の
オ
モ

ニ
の
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

忘
れ
ら
れ
な
い
オ
モ
ニ
の
顔

―
絵
手
紙
を
通
し
て
歴
史
学
ぶ
―

投

稿

北
区

片
野
ふ
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
さ
し
絵
も
）

革
ジ
ャ
ン
で
辞
任
当
然　
　
　

兵
庫
知
事

殺
す
ぞ
で
職
棒
に
振
る　
　

本
部
長

自
公
か
ら
臨
時
の
バ
ス
へ
と

有
権
者

維
に
別
れ
参
政
保
安
に
浮

動
票

ダ
イ
ヤ
だ
け
ト
ラ
ン
プ
に
な

ら
な
い
ハ
ー
ト
抜
き

川
柳
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私のレシピ　　　　　　　　　　　

　

こ
の
物
語
は
そ
も
そ
も
不
肖

私
、
雫
一
滴
が
始
め
た
の
で
す
。

雫
一
滴
と
は
、
み
ず
ひ
と
し
ず

く
、
と
い
う
意
味
で
す
。　
　

　

つ
ま
り
こ
の
「
お
話
」
を
語

り
始
め
た
本
人
な
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
あ
と
の
お
話
で
活
躍

す
る
の
が
、
植
物
を
育
て
る
「
葉

緑
体
の
み
ど
り
さ
ん
」
と
、
動

物
・
昆
虫
な
ど
の
動
き
廻
る
「
生

き
物
担
当
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の

ミ
ト
ク
ン
」
と
い
う
生
物
細
胞

を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
地
球
と

い
う
星
に
は
「
海
」
と
い
う
も

の
が
い
つ
出
来
た
の
か
？
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
？
と
い
う
お
話

を
、
先
に
し
た
方
が
い
い
。
と

思
い
つ
い
た
の
で
出
て
来
た
の

で
し
た
。

 
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
13

本
日
の
発
言
は
、
突
然
、

雫し
ず
く
い
っ
て
き

一
滴
で
す
。　

お 正 月

佐竹輝子

（北区鷹ケ峯）

　　　　　　　　　　　くわい　　皮をむいて水につける（芽を取らないよう気をつける）

　　　　　　　　　　　（慈姑）　　水から入れて一度茹でる（みょうばん入れて茹でる）

　　　　　　　　　　　　　　　　たっぷりの煮汁（ぐらぐら煮ない）うす口で味付

　　　　　　　　　　　　　　　　（煮汁に対して砂糖 1/8　うす口しょうゆ 1/4）

　　　　　　　　　　　れんこん　皮をむいて酢水につける（花型にする）れんこん一節

　　　　　　　　　　　花れんこん　大きく見えるよう斜に切る　

　　　　　　　　　　　　　　　　合わせ酢（酢＝大さじ 4　煮出汁＝大さじ 4　砂糖＝大さじ 4　

　　　　　　　　　　　　　　　　塩＝小さじ 1）

　　　　　　　　　　　　　　　　合わせ酢の煮立てた中にさっと煮て冷ます。シャキシャキ歯切れ

　　　　　　　　　　　　　　　　のよいよう蓋をしないで煮る

ごぼう　　タタキゴボウ　和えていり煮すると味が良くつく

　　　　　（米のとぎ汁につける。秋のごぼうはやわらかく煮えます）

きんかん　たっぷりの水から入れて一度茹でる（水＝ 1　砂糖＝ 1　水あめ＝ 1）↓

　　　　　　　　　　　　　　沸騰してちょっと冷めてから弱火で煮る（10 分程）しぼむのを防ぐ

ぎんなん　皮をむいて油で揚げる。うす皮はさっと取れる。串にさす

金時人参　太いのを斜切り、うす口しょうゆ少しで（辛く味付しない）

　　　　　甘く煮る。

里芋　　　塩まぶしさっと水かけぬめり取り弱火で気長に茹でる。

　　　　　深目の鍋にたっぷりの煮汁で甘味にする

栗きんとん　焼き芋を裏ごししてびん詰の甘栗煮のみつで和えると

　　　　　　楽ちんです。

紅白なます　大根・人参（柿なます）に干し柿入れるとおいしい

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　たっぷりの煮汁（ぐらぐら煮ない）うす口で味付

　　　　　　　　　　　　　　　　（煮汁に対して砂糖 1/8　うす口しょうゆ 1/4）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　合わせ酢（酢＝大さじ 4　煮出汁＝大さじ 4　砂糖＝大さじ 4　

　　　　　　　　　　　　　　　　塩＝小さじ 1）

　　　　　　　　　　　　　　　　合わせ酢の煮立てた中にさっと煮て冷ます。シャキシャキ歯切れ

　大根・人参（柿なます）に干し柿入れるとおいしい
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 昭和百年 ╮
壹
錢
洋
食

其の五　後寶三郎

　

昭
和
十
年
、
私
が
小
学
一
年

生
の
頃
で
し
た
。

　　

家
の
近
所
に
駄
菓
子
屋
が
あ

り
ま
し
た
。
子
供
に
人
気
の
あ

る
店
で
常
に
数
人
の
子
供
達
が

集
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
週
に

何
回
か
一
錢
銅
貨
を
片
手
に
握

り
し
め
走
っ
て
店
へ
行
き
ま
し

た
。

　

店
の
お
じ
さ
ん
に
「
洋
食
」

と
言
っ
て
、
焼
台
に
向
か
っ
て

椅
子
に
座
る
と
、
お
じ
さ
ん

は
「
ぼ
ん
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

や
」
と
言
っ
て
、
メ
リ
ケ
ン
粉

を
溶
い
た
ア
ル
マ
イ
ト
の
カ
ッ

プ
を
湯
気
の
立
つ
鉄
板
の
上
に

流
し
て
ス
プ
ー
ン
で
薄
く
丸
く

と
と
の
え
ま
す
。
そ
の
瞬
間
の

「
ジ
ュ
ー
ン
」
と
言
う
音
が
、

た
ま
ら
な
く
耳
に
ひ
び
き
ま
し

た
。
次
に
細
く
切
っ
た
青
ね
ぎ

を
上
に
乗
せ
、
焼
き
上
が
る
頃
、

か
つ
お
節
を
振
り
掛
け
て
大
き

な
刷
毛
で
ソ
ー
ス
を
付
け
て
出

来
上
が
り
で
す
。

　

そ
の
ソ
ー
ス
の
に
お
い
が
心

を
ゆ
さ
ぶ
り
ま
す
。

　

お
じ
さ
ん
が
「
は
い
」
と
新

聞
紙
に
包
ん
で
呉
れ
ま
す
。

　　

ガ
ブ
リ
と
喰
い
付
い
た
味
は

今
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
昔
話

コープ
物件情報　
第 13 号！

★ 土地　（公簿 82.56 ㎡）
★ 建物 １Ｆ 10.56 ㎡　2F49.53 ㎡
　　　　　 3F　55.20 ㎡　延べ　115.29 ㎡
★ 構造材質　鉄骨造
★ 築年月　昭和 61 年 8 月
★ 上水道 ・ 下水道 ・ 都市ガス
★ 一方道路
★ 接道方向等　北 6 ｍ　
　　　　　　　　　　 （私道に 5.2 ｍ接面）

　　

　　お問い合わせ先
　　くらしコープ不動産部
　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

長岡京今里　一棟事務所

　　　　阪急線　西向日駅　徒歩 19 分
　　以前は事務所付住宅　屋上有り
駐車 2 台可 （車種により 4 台可）

2,100 万円 　☆長岡京市今里四丁目 19 番 15　　
　　　　　　　　  【住居表示 ： 14-13】
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

｢

天
動
説
は
間
違
っ
て
い
な

い｣

と
言
う
と
、
今
の
学
校
教

育
で
は
何
と
言
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
？
私
は
地
動
説
も
天
動

説
も
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い

な
い
と
思
う
の
で
す
。
要
は
観

る
人
の
立
っ
て
い
る
場
所
の
問

題
だ
と
思
う
の
で
す
▼
地
上-

京
都
盆
地
に
立
っ
て
い
る
私
が

見
る
か
ぎ
り
太
陽
は
東
の
比
叡

山
の
肩
か
ら
上
っ
て
、
西
の
愛

宕
山
の
脇
に
沈
み
ま
す
。
月
も

そ
う
で
す
。
天
文
学
や
地
球
物

理
学
が
何
と
言
お
う
と
太
陽

は
動
い
て
い
ま
す
。
た
し
か

に｢

見
た
め
で
判
断
し
て
は
い

け
な
い｣

と
諭
さ
れ
る
こ
と
も

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2024 年 12 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

12月25日（水）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
③
番
で
す
。

①
鈴
（
す
ず
）　

②
口
（
く
ち
）　

③
水
（
み
ず
）

あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
も
の
ご

こ
ろ
つ
い
た
時
か
ら
、
ま
ず
見

て
判
断
し
て
き
ま
し
た
▼
問
題

は
、
見
て
感
じ
た
だ
け
に
と
ど

ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
上

で
私
は
、
最
初
に
見
た
位
置
、

立
っ
て
い
る
場
所
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す(

堤

未
果
さ
ん
は｢

国
民
の
違
和
感

は
９
割
正
し
い｣

と
言
っ
て
い

ま
す)

▼
幸
か
不
幸
か
私
は
人

口
の
数
％
い
る
か
い
な
い
か
の

富
裕
層
に
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
生
涯
無
産
者
と
し
て
も
の

を
見
、
こ
と
が
ら
を
考
え
て
い

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
赤
染
益
輝
）
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京

都
高

齢
者

生
活

協
同

組
合

く
ら

し
コ

ー
プ

　
　

　
T
E
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F
A
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齢
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く
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機
関

誌
『紫

式
部

』
20

24
年

12
月

号

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
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土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火
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土

 　
　
　

20
24

年
 1

2
 月

カ
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ン
ダ
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2 
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7
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室
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00

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
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本
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発
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Ｏ
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ま
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〉

13
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0
環
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ど
い

【
予
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品
お
届
け
】

18
：
30
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く
に
歌
お
う
会

映
画
サ
ー
ク
ル

『
土
を
喰
ら
う
十
二
カ
月
』
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0/
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0/
18
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セ
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